
まえがき＝下水処理における消毒技術として，従来の塩
素消毒に代わり，オゾン処理や紫外線処理を採用する
ケースが増加している。オゾンは，その強力な酸化力に
より下水の脱色，消毒，脱臭，化学的酸素要求量（COD）
の低減などに有効で，その処理水は，噴水，せせらぎ，
トイレ用水などに再利用されている。一方，紫外線処理
も下水の消毒技術として注目されており，採用にあたっ
てはオゾン処理と紫外線処理が比較検討されることが多い。
　一方，ヒトを含む生物の生殖機能に影響があると指摘
されている内分泌撹乱化学物質，いわゆる環境ホルモン
に対する社会的な不安が高まっている。さまざまな化学
物質が流入することが懸念される下水道においても，建
設省（現国土交通省，以下同様）が 1998 年度より全国の
主要な下水処理場における実態調査を実施し，調査結果
が報告されている1）　 オ ゾ ン 処 理 は ， オ ゾ ン 注 入 率 0 ～ 1 0 m g /

l，滞留時間

10分，紫外線処理は，照射時間 30秒にておこなった。

添加実験では，対象 3成分の試薬を同時に添加し処理を

おこなった。また，試料の採水は，処理安定後 1時間置
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ノール Aについても，同様の傾向が認められ，両成分と
もオゾン処理により容易に分解できることがわかった。
17β- エストラジオールは，オゾン注入率の増加にともな
い分解率が向上する傾向がえられた。一方，紫外線処理
では，オゾン処理にくらべ各成分とも分解率が低く，紫
外線では分解は困難であることがこの実験結果からも確
認された。また，試薬を添加した場合でも，オゾン処理


